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1. はじめに 
 
 これからの日本の住まいや住まい方を考えた場合、素朴な暮らしは見直されてよいので
はないかと考えている。18世紀終わりから 19 世紀にかけての産業革命以降エネルギーを多
消費し、工業化を進め、大量生産が行われ、都市文化が始まると集まって住むようになり、
急激に爆発的な人口増加が起こった。こうしたことで、物質的な豊かさ、経済的な豊かさ
を達成してきた。しかし、地球にとってこのようなエネルギー依存の暮らしは限界が来て
おり、再考が強く求められている。 
 世界人口（2016 年 1 月 7日 11：00 時点）は 73 億人で、1分間に約 137 人（1日で 20 万
人）の割合で増加している。人口が 60億人を超えたのが 2000 年で、たった 10 年後の 2011
年には 70 億人になり、今世紀半ばの 2050 年には 90 億人、2100 年に 100 億人と推測されて
いる。 
 IPCC によると、産業革命以前から現在まででも既に地球全体で平均 0.8～1℃気温が上昇
している。このまま何も対策を取らなければ、2100 年には 5℃くらい上昇し、あらゆる努
力をした場合でも気温の上昇は 0.7～１℃くらいだと予測されている。 
 温室効果ガスを今すぐ止めたとしても、その効果が表れるのは数十年先のことで、産業
革命以前と比べ世界の平均気温を 2℃以下に抑えようとしているが、おそらく地球環境は悪
化して行くであろう。したがって今後は、こうして地球環境が悪化していくなかでどのよ
うに暮らしていくかを考えることが重要になる。 
 温暖化対策において重要なことは「緩和（Mitigation）」策と「適応（Adaptation）」策
と言われている。エネルギー依存の生活を考え直すことは緩和であり、地球環境の悪化を
止められない中でどのように暮らして行くかは適応である。このような点からもシンプル
に暮らす素の暮らしは重要ではないかと思われる。 
 東南アジアではまだ経済的な制約から素朴な生活をしている人が多い。ある意味では昔
の日本のようだと言えるかもしれない。これからの日本が今の東南アジアを目指すべきか
といえば、もちろんそれは違う。しかし、発展して成熟した日本が今の東南アジアの素朴
な暮らし、建築から学ぶことは多いのではないかと思う。 
 
2. 急成長する東南アジア都市のすまい～インドネシアを例に 
 
2.1 東南アジア諸国の概要 
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 東南アジアは多種多様である。一言で東南アジアと言っても全く違う。人口を見ると、
ブルネイは 40 万人、インドネシアは 2億人以上で世界第 4位ある。面積ではマレーシアは
日本と同じくらい、インドネシアは島国だが遥かに広く、シンガポールは淡路島ほどであ
る。経済面ではシンガポールは日本より裕福であるが、援助がなければやっていけないミ
ャンマーやカンボジア、東ティモールなどがある。文化的にも旧統治国からの影響などで
違いがあり、宗教もさまざまである。 
 東南アジア主要国の都市人口の割合は、マレーシアでは 1990 年に、インドネシアでは
2010 年に 50％を超えた。カンボジアなども都市人口が増えつつある。このようにどの面か
ら見ても東南アジアは多様で一言では語ることはできない。 
 
2.2 インドネシアの概況 
インドネシアの人口は 2.4 億人と非常に多く、その 6割以上が国土の 6％に満たないジャ
ワ島に居住している。過去 30 年間で人口は約 1.6 倍になっている。最終エネルギー消費量
はこの 30 年で約 4.6 倍の増え方をしている(図 1)。それだけ経済成長をしている国である。 
インドネシアの中間層（1 日の収支が＄2～＄20）は 1999 年にはたった 25％しかいなか
ったが、2009 年は 43％、1 年後の 2010 年には 57％になっており、いかにダイナミックに
経済成長しているかがわかる。中間層の中には 1日の収支が＄2～＄4と少ない層が多いが、
その人たちが 5年後 10 年後に家や車を所有する中間層に大変な勢いでなり、今の日本人の
ようにエネルギーを使う生活になると大変なことになる。そのためにも、省エネを推進し
ていくことは重要なことである。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ある国の人口は、始めは多産多死でピラミッド型を描き、徐々に今の日本のように少産
少死になって行く。その過程で、ピラミッド型が五角形のような形を取り、総人口に対す
図 1 インドネシアの人口と最終エネルギー消費 
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る労働人口の割合が飛躍的に大きくなる時期がある。それは日本で言えば団塊の世代であ
る。このように全人口の割合に対して労働人口が非常に多く、経済成長を果たす時期を人
口ボーナス期と言う。日本は 1990 年代に終わったと言われているが、東南アジア新興国で
は今もボーナス期が続いている。現在、アジアは低所得者の割合が多いが、2030～50 年に
は中間層が大きく増加するであろう。 
 インドネシアでは、まだ中間層の前段階の低所得者層が住むカンポン住宅が多く、人口
密度が高く、戦後や独立時の混乱で無計画な住宅が多い(図 2)。道路も狭く、バイクが 1
台何とか通れるくらいである。一方で、集合住宅の供給も数は少ないがある。日本の昔の
公団住宅のようなもので、20 平米 1部屋の素朴な暮らしである。大人数で暮らし、プライ
バシーなど無いため家具などで間仕切りをし、工夫をして暮らしている。気温も非常に高
い（一年を通して気温は最高で 34～36 度、最低で 24,25 度、湿度が 80％ほどある）が、ク
ーラーなどはない。ベランダも洗濯を干すだけではなく、キッチンやトイレなどに使って
おり混沌とした状況である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 2 インドネシア主要都市のカンポン住宅地 
図 3 インドネシア主要都市の低コスト住宅 
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中間層が増加したことにより、中間層向けに政府補助を受けている民間集合住宅（ルス
ナミ）が大変な勢いで増えている(図 4)。政府補助を受けると上限価格が決められ、安いコ
ストで建てざるを得ないために、断熱材や庇などを考慮していないエアコン依存の箱だけ
の建物になっている。今は政府の補助もあり電気代が比較的安いが、そのうち補助がなく
なった時にどうやって省エネ化、低エネルギー化するのか大きな課題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 伝統的住宅に学ぶパッシブクーリング技術～マレーシアを例に 
 
3.1 マレーシアの都市住宅 
 伝統的な建物は素朴について学ぶ上で大変重要なアプローチのひとつである。古い住宅
から学ぶ温故知新はかなりある。 
 ヴァナキュラー建築は省エネ、省資源を考える現在では流行りのテーマのひとつである。
資源の面では、現在のように世界中からコストを掛け材料を調達したりせず、地元の資源
図 4 インドネシア主要都市で急増する中間層向け集合住宅「ルスナミ」 
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を使う地産地消をまさに地で行っており、持続的省資源に繋がっている。さらに、暑さ寒
さをエアコンなどなしで小さな工夫の積み重ねだけで対処しており、省エネでもある。そ
ういった面で学ぶことはたくさんある。乾燥した暑い地域では、厚い壁で日射を防ぎ、高
温多湿地域では高床にするなど、各地域に合った建物があり、大変興味深い。 
 ところが、現在の都市の様子は大きく異なる。マレーシアでは人口の 8～9割が中間層で
あり、その多くがテラスハウスに住むようになった(図 5)。テラスハウスの占める割合は 5
割近い。人口密度が低いことはマレーシアの特徴だが、このため概して土地は広い。マレ
ーシアの建物の 90％近くはレンガ造りであるが、こうした傾向はマレーシアに限らず東南
アジアの都市住宅の殆どで見られる。レンガ造りの家では熱容量が比較的大きいため、夜
間の躯体から再放熱によって室温が高くなり、寝室で長時間に渡ってエアコンを使う傾向
が顕著である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.2 マレーシアのヴァナキュラー住宅 
 マレーシアのヴァナキュラー住宅の１つ、マレーハウス(図 6)。木造高床式で、風の通り
を良くし、周りに木を植え木陰を作る。高温多湿の気候の日本家屋に通じるものがある。
もう１つは中華系ショップハウス(図 7)。マレーシアは中国本土からの移民が多く、人口の
3割が中華系である。ショップハウスは中国南部でよく見られる中庭住居で、1階は店舗、
2階は住居という形式であるが、東南アジアの気候に上手く適応してる。 
 
  
図 5 マレーシアの典型的都市住宅：テラスハウス 
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 ショップハウスは今でもペナン、マラッカなどにある。特徴は中庭である。間口の大き
さで税金が決まったことから、間口は狭く、奥行きは長い、ウナギの寝床のような形にな
っている。そのため日照、換気・通風は中庭を所々に配置し補っている。 
 中国本土では北部に行くほど中庭が大きく、南に行くほど細く小さく深くなって行く。
北の寒い地域はなるべく居室に多く陽を当てるためであり、南の暑い地域は逆に日射を少
なくするために細く深くなっている。その中国本土南部の特徴がマレーシアに入って来た。 
図 6 農村部に現存する木造高床式マレーハウス 
図 7 歴史都市に残る中華系ショップハウス 
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3.3 中華系ショップハウスにおける実測 
 2011 年 10 月にマラッカ歴史保存地区の 19 世紀の中華系ショップハウス 2棟を借り気温
や湿度の実測を行った(図 8)。木造のフレームでレンガ壁にプラスターで仕上げる伝統的な
ショップハウスである。中庭があり、現在でもエアコンなしでファンだけで過ごす。テラ
コッタでできた瓦は保水性があり、雨による蒸発冷却を利用していると思われる。天井が
高く、上部に換気口を作りドアを閉めた状態でも換気できるようになっている。このよう
に小さな工夫がたくさん凝らしてある。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気温を測ると、外気温が最高 34～35 度、最低 26～28 度くらいの条件下で、ショップハ
ウス内は昼間で 30 度を超えず、外気温より 4、5度は低い(図 9)。これはレンガ造りという
ことを考えると、十分に有りえることだが、特筆すべきは夜間の気温である。夜間は外気
温と同じくらいまで屋内の温度も下がっている。熱容量の大きな建物では外気温より室内
の方が高くなることが多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 8 実測対象のショップハウス(マラッカ)1) 
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図 9 1 階居室における気温の時間変化 1) 
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これはひとつに中庭の効果ではないかと考えられる。昼間は建物下部に重く冷たい空気
が漂い、中庭で外気と繋がっているにも拘わらず空気の交換がなされていない。屋外の暑
い空気が室内に入って来ないため比較的低温に保たれている(図 10)。夜間は逆に、低温で
重たい外気が中庭を通じて室内に流れ込んでいる。図 10 のとおり、夜間は気温の鉛直分布
が殆ど見られない。これは、中庭を通じて鉛直方向で換気がなされたことを示している。
これにより屋外と室内でほぼ同じ気温になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
もう１つの中庭効果は、屋根の形状によるものと思われる。中庭上部の屋根が丁度 V 字
型になっている。これにより、夜間、屋根表面が放射冷却により冷やされ、その屋根近傍
の冷たく重い空気が屋根を伝って中庭内に流れ落ちている。 
 小さな技術を組み合わせて、気候に合った建物を造っていたことがよくわかる。 
 
4. 生活の質と省エネルギーの両立～インドネシアのカンポン住宅 
 
4.1 日本の GDP とエネルギー消費量 
 GDP とエネルギー消費量は一般に正比例の関係がある。ここで、経済的な豊かさだけが
人々の幸福をもたらすとするなら、幸せのためにはエネルギーを使わなければいけないと
いうことになる。そうなると省エネと幸福は両立できないが、幸せや生活の質の向上は精
神的、社会的豊かさなど経済的要因でないものも関わっているはずで、そうであれば、生
活の質を高めつつ省エネを実現することが可能と思われる。  
図 10 ショップハウス内の気温の鉛直分布 1) 
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4.2 インドネシアのカンポン居住者の生活の質に影響を与える要因は何か？ 
 特に、インドネシアのような途上国では現段階で生活水準は十分に高いというわけでは
ない。つまり、こうした途上国で省エネを推進する際には、発展途上にある人々の生活の
質の向上を妨げないことが非常に重要と考えている。そこで、中間層予備軍ともいえるイ
ンドネシアのカンポン住民を対象に、何をもって幸福と感じるかを調査した。主要都市の
ひとつであるバントンにおいて、236 世帯を対象に生活の質、幸福度に影響を与える要因を
調べた。 
 具体的には、アンケート票を用い、基本的属性（宗教、人種など）や彼らの幸せに影響
を与えそうな要因に関する質問を行い、その上で、幸福度、生活の質を質問し、その関係
を調査した。 
 このような調査をすると自分の生活のことを悪く言う人は少ないもので、今回も生活の
質の満足度は非常に良い、良いを合わせると 6～７割になった。所得による差はわずかであ
った。 
 生活の質に最も影響を与える要因は何か――愛着であった(図 11)。住宅や地域への愛着
が高い人ほど生活の質が高いことがわかった。愛着に影響を与える要因には 2種類あった。
ひとつは物理的な要因である。世帯収入・人数が多くなればなるほど大きな住宅を持つよ
うになり、住宅が大きくなるほど居住環境が良くなり、居住環境が良いほど住宅への満足
度が上がり、愛着度が高くなる。 
 もう一つの要因は、社会的要因である。インドネシアでは現在でも昔の日本のように近
所付き合いがあり、助け合いがある。このような助け合いを日頃から行っている人ほど人
間関係が良く、愛着度が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 11 生活の質に影響を与える要因(標準化推定値)2) 
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4.3 世帯エネルギー消費量の影響要因 
 世帯当たりのエネルギー消費量についても、同様に影響要因を分析した。それによれば、
世帯人数や収入が多いほど住宅が大きく、家電の所有台数が多くなり、また一方で使用時
間が長くなり、結果としてエネルギー消費量が大きくなった。 
 世帯収入・人数、住宅の大きさは生活の質に影響を与える要因であったが、これらはエ
ネルギー消費量にも関係していることがわかる。これらの物理的要因を高めれば、生活の
質を高めることができるかもしれないが、同時にエネルギー消費量が大きくなってしまう。
これに対し、信仰心や相互扶助、人間関係は、生活の質の向上に寄与するものの、エネル
ギー消費量には関係しない。つまり、これらの社会的要因の向上が、生活の質の向上と省
エネを両立させる鍵となる。さらに、今は住宅への要求が質より量の段階にあるので、家
が大きいほど住宅環境が良いことになっているが、これは一方で、住宅の質を高めること
によって、エネルギー消費量を過度に大きくすることなく生活の質を向上することが可能
と読むことができる。 
 
5. まとめ～東南アジアから今の日本に何が学べるか？ 
 
今後の日本の住まいとくらしのあり方には、まず価値の多様化の必要があると思われる。
工業化・近代化により経済的な幸福度や物質的な豊かさを追求してきた。それにより価値
が単一化したように思う。今のインドネシアや昔の日本のように、近所付き合いなどのソ
フトな価値などがもっと再評価されてよい。エネルギー消費に直結する経済的価値以外の
価値を見直すことが特に重要と考えている。 
今の我々の生活で追及しているのは必要性ではなく、欲望ではないか。必要なレベルを
遥かに超えた住宅・建築性能を実現するために努力しているようだ。必要なエネルギー消
費量は我々が今享受している、実現しようとしている量より遥かに少ない。この欲望を必
要性に近づけていくことが重要である。世界観、倫理観、正義感、地球環境感といった巨
視的な意識を個々人が持つべきではないかと考える。 
日本の伝統的な住まい方などは四季に合わせ建具やしつらえを変え、気候の変化に対応
して来た。人間の行動や建築レベルの適応力が見直されるべきである。 
いずれにせよ、「素にくらす」ということは、貧しく低コストなことではなく、むしろ多
様で多彩なことに価値を見出すような、あるいは、人間本来の適応力を呼び起こすような
美しく豊かなすまい方を指しているのだと思う。地球環境が悪化する今、エネルギー依存
のくらしは、もはや許されない時代になっている、「素にくらす」ことは今求められるくら
しのひとつである。 
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「<素>にくらす」というテーマは現代の暮らし方にとても重要な視点であると思います。
今はあらゆるもものが過剰で大切なことが埋もれてしまいがちです。もう一度耳を澄まし、
目を凝らし、じっくりと大切なものを感じる環境づくりが必要とされています。身の回り
にある光、風、水、緑など自然が美しく心地よい存在として気づくようなパッシブでシン
プルなくらしこそ「いまここにいきいきと生きる」感性豊かな環境となると思います。 
 
 
岐阜工業高等専門学校 中 谷 岳 史 
 
 日本における現在の暮らしは、エネルギー消費に立脚し、成り立っています。東日本大
震災を継起に、今一度、素の暮らしを考えなおすとてもよい機会となりました。 
 久保田先生のアジア建築の事例と環境調節機構の紹介は、かつての日本の姿、また失わ
れてきた無形の豊かさなどを考える問題提起であった。自然環境を建築物に取り組むには、
酒井先生が設計事例を紹介されたように、自然の摂理を理解して、形に取り組む意思が必
要であろう。また質疑において、自然環境を美しく豊かであるという感性こそが、エネル
ギー消費に依存しない、自然と対話する環境建築に必要なものと気づかせていただきまし
た。 
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